









　今回学生が従事した英語ボランティア活動は、2019 年 9 月 1 日（日）から 7 日（土）まで、
メイン会場を国立京都国際会館として行われた ICOM2019 の一環として、京都府立京都学・歴
彩館で 9 月 4 日（水）の 18 時から 21 時まで行われたソーシャルイベントにおける、英語による
収蔵庫・展示解説と通訳である。
　ICOM2019 の参加者は、120 国・地域から合計約 4,600 名で、内訳としては海外から約 2,800 名、
国内から約 1,800 名である。京都府立大学はサテライト会場として稲盛記念会館で 9 月 2 日から
4 日まで 60 セッションを開催し、延べ 3,610 名が来場した。9 月 4 日の北山エリアのソーシャル
イベントとして、京都府立大学に隣接する京都府立植物園のナイトツアーおよび、京都府立京都
学・歴彩館での国宝東寺百合文書収蔵庫バックヤードツアーが行われた。歴彩館展示室も夜間開
室された。参加者は、収蔵庫バックヤードツアー参加者が 100 名（定員）、同日 18 時から 21 時
までの間の展示室来訪者が 218 名であった。
　英語ボランティア活動としては、国宝東寺百合文書の収蔵庫の英語によるバックヤードツアー
を 2 人の学生が行い、歴彩館展示室での「京都学・歴彩館の " お宝 "―書く、描く、刷る　奈良
時代から現代まで―」の英語によるスポット解説を 4 人の学生が行った。参加学生は、文学部欧
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米言語文化学科の学部生４名および歴史学科の学部生 1 名の合計 5 名と、文学研究科英語英米文
学専攻の大学院生 1 名である。2





















　なお、この「京都学・歴彩館の " お宝 "―書く、描く、刷る　奈良時代から現代まで―」展は
2019 年 7 月 11 日から 9 月 10 日まで開催され、英文キャプションを京都府立大学文学部欧米言












動への経験を尋ねた。質問 3 から質問 10 は展示解説担当者への質問である。展示解説の原稿準備、
練習、当日の活動状況について尋ねた。質問 11 から質問 13 は収蔵庫ツアー担当者への質問であ
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英語ボランティア活動における動機と成果
